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第７回 土木と学校教育フォーラム（日本土木学会） 

開発した学習プログラム・教材の有効性の検証 

小学校５年生 社会科「自然災害を防ぐ」 

小学校５年生 理科「流れる水のはたらき」 

研究の背景
・教育機関と自治体・地域が協働し,川内川の水害を伝承するとともに,水害の

危険性に関する認識を向上させ,地域防災力の核となる人材育成をしていく

ことが重要であると考え,学校教育の指導や教科で取り扱うことが可能な

「川内川の自然災害や地域性を活かした学習プログラム・教材」を開発

川内川水防災河川学習プログラムの方針
1. 体系的な防災学習を目指した学習プログラム・教材

・6 年間の小学校教育を通じて,児童が防災知識や災害における判断力を
身に付けていくことができるよう体系的な学習プログラム・教材の検討

2. 地域特性を活かした学習プログラム・教材

川内川の川原の様子

理 科 教材例

Ｈ１８年洪水の体験談ＶＴＲ

社会科 教材例

・身近な川内川の自然災害や自然の豊かさを学習プログラム・教材の題材と
することで,防災学習への意欲を高める。実物教材や児童にとって馴染みの
ある地域の写真を活用することで,教材への関心を高める学習プログラム・
教材の検討

①最近ニュースで自然災害の話題はないか
考える。

②全国の自然災害の発生状況の写真を見て,
「自然災害」にはどういうものがあるのか
考える。

③なぜ、日本は自然災害が起こりやすい国
なのかを世界と比較する資料で考える。

・山が多い ・台風の通り道 等

④日本で自然災害が多い理由をまとめる。

⑤「誰がどんな備えをしているのだろう」と
いう学習問題を立てる。

なぜ日本は自然災害が起こりやすいのだろう

１時間目 授業の流れ

開発した教材

日本で自然災害が多い理由を示す資料

①東日本大震災の岩手県普代村の被害状況の
写真を見てなぜ死者が出なかったか考える。

②写真からさつま町ではどんな災害があるかを
考える。

③ワークシートからさつま町での災害の被害を
防ぐための取組みを調べる。

④調べた結果を発表し取組みの機能や仕組みを
確認する。

⑤災害が起こりそうな時に私たちに届く情報は
どのように伝えられているのかを考える。

⑥国・都道府県・市町村は自然災害による災害
を減らすための取り組みをしている。
これを「公助」と言う。

東日本大震災の被害状況の写真

平成18年さつま町の水害写真

自然災害を防ぐためにどんな取り組みが
行われているのだろうか。

２時間目 授業の流れ

開発した教材

さつま町での防災対策の写真

①川内川が増水して溢れそうな状況で家族と
連絡がとれない状況を想像し自分だったら
どうするかを考える。

・近所の人に相談する ・家で待っておく 等
②平成18年洪水時さつま町では多くの人々が
救助されたのに対し,東日本大震災の時,釜石
小学校では全員が無事で,救助者も0名だった
のはなぜなのかを考える。

③ワークシートを見てさつま町で多くの人々を
救助しなければならなかった理由を考える。

④VTRを見て,なぜ釜石市の子供たちは逃げる
ことができたのかを考える。

⑤避難訓練などを行い,共に助け合うことを
「共助」,自分の身を自分で守ることを
「自助」という。

平成18年洪水時の避難者・救助者の声
（ワークシート）

３時間目 授業の流れ

自然災害を防ぐために地域ではどんな取組み
が工夫されているのだろうか。

開発した教材

①さつま町では公助や共助により災害を防ぐ
ための取組みが行われているが自然災害の
危険性がなくなったわけではないことを
知る。

②平成18年洪水の体験談DVDを見て逃げ遅れ
ないためにはどのようなことをしなければ
ならないかを考える。

③ハザードマップで災害時に避難する場所を
確認する。

④避難時に持ち出すものを考える。
⑤グループで自然災害に備えてできることに
ついて話し合い,発表する。

⑥自然災害の危険を回避するために日頃から
備えておくことが大切だということを知る

平成18年洪水の体験談VTR

非常持出袋

４時間目 授業の流れ

自然災害に備えて私たちにできることは
なんだろうか。

開発した教材

防災情報の活用に
ついての写真

①教科書や川内川の資料写真（航空写真）,
地面を流れる雨水の様子を見て流れる水の
はたらきについて話し合う。

・川の様子・流域全体の様子・川原の様子

②次の時間から調べていくことを確かめる。

１時間目 授業の流れ

流れる水にはどんな働きがあるだろうか。

開発した教材 川内川の航空写真

校庭を流れる雨水の様子
（事前に撮影し準備）

①雨が降っている校庭の様子について話合う。

②砂山に水を流して川を作り，どの部分の

水が流れが速いか，どの部分の砂が削られ

やすいか考える（実験）。

○観察するポイントについて話し合う。

○流れる水のはたらきを観察する。

○気づいたことをワークシートにまとめる。

校庭を流れる雨水の様子

２時間目 授業の流れ

流れる水は地面の様子をどのように変える
のだろうか。

開発した教材

砂山での実験

①砂場に水を流して，地面の様子を観察した

結果を話し合う。

・流れる水の速さは場所によって違うか。

・地面がけずられているのはどんなところか。

・土が積もっているのはどんなところか。

・流れている水には何がふくまれているか。

・流す水の量を変えたらどうか。

②流れる水には，どのようなはたらきが

あったかふり返る。

・水の流れが速かったのはどこか。

・にごった水には，何がふくまれていたか。

・土が積もっていたのはどこか。

③流れる水による地面の変化をまとめる。

・流れる水のはたらきを「けずる」「運ぶ」

「積もる」の３つの作用で整理させる。

３時間目 授業の流れ

流れる水は地面の様子をどのように変える
のだろうか。

使用する教材

前回の実験時の写真

①実際の川でも流れる水は土地の様子を変えて
いるか，資料や川内川流域の3Ｄ映像を見て
考える。

■ＮＨＫデジタル教材番組
「ふしぎがいっぱい『川は流れて…』」視聴

②浸食・運搬・堆積のはたらきが，川や実際の
地形のどんなところと当てはまるか話合う。

③山の中から海へ流れ出る間に川や川原，石の
様子は，どのように変わっているか，長良川
の写真を見て考える。

・流れの様子はどう違うか。
・川幅は，どう違うか。
・石の大きさは，どう違うか。
・石の形はどのように違うか。

④川の水のはたらきと，川と川原の石の様子に
ついてまとめる。

川内川流域3Ｄ映像

実際の川でも，流れる水は，土地の様子を
変えているのだろうか。

４時間目 授業の流れ

開発した教材

①前時までの学習をふり返る。
②色々な川を比べて土地の様子と流れる水の
はたらきを考える。

・流れの様子，川幅は，どう違うか。
・石の大きさ，形は，どう違うか。
③川の特徴として，共通点や違い等気づいた
ことを話し合う。

■ＮＨＫデジタル教材クリップを視聴
④自分たちの住んでいる地域の川の様子を
調べる。○川内川と川原の石の様子

（実物教材とあわせて）
⑤川の水のはたらきと，まわりの土地の様子の
変化についてまとめる。

川内川と川原の石の様子

川内川の上中下流の川原の石

実物教材

５時間目 授業の流れ

川の上流，中流，下流には，どのような違
いがあるのだろうか。

開発した教材

①川の水はどのようなときにまわりの土地の

様子を変えているのか考える。

・川内川の水害時のVTRを視聴しどのような

ときに川や川岸の様子が変わるかを話合う。

○川内川普段の川の様子と増水時の川の様子

②教科書P.75の写真で，増水前後の違いに

ついて考えさせる。

■ＮＨＫデジタル教材「ふしぎがいっぱい

『大地をけずる水』」視聴

③川の水が土地を変化させている様子に

ついてまとめる。

○平18年洪水時のさつま町の水害時の写真

川内川の水害時のVTR

川内川の普段の川の
様子と増水時の川の
様子

６時間目 授業の流れ

川や川岸の様子はどのようなときに大きく
変わるのだろうか。

開発した教材

①前時の学習をふり返る。

②教科書P.76の4枚の写真を見て，災害を防ぐ

ためにどのような工夫がされたかを話合う。

■ＮＨＫデジタル教材「ふしぎがいっぱい
『川とつきあう』」視聴

・川が増水したときのせきの工夫を知る。

③川内川で，災害を防ぐために行われている

工夫について話し合う。

④水害を防ぐ工夫を分類してまとめる。

・川の水をあふれさせない工夫

・流れを弱めるための工夫

・川の水があふれたときのための工夫川内川の災害を防ぐ工夫

７時間目 授業の流れ

災害を防ぐために川にはどのような工夫が
されているだろうか。

開発した教材

①前時までの学習をふり返る。

②これまでの学習をもとに，土地の傾きと水の
量の違いによる流れる水のはたらきの変化に
ついて考える。

・土地の傾きによって流れる水のはたらきが
どう変わるか考える（疑問A）。

・水量によって流れる水のはたらきがどう
変わるか考える（疑問B）。

③流れる水のはたらきを調べる方法を考える。
・調べる条件
・観察する視点

川内川の様子

８時間目 授業の流れ

土地の傾きや川の水の量の違いにより流れる
水のはたらきはどう変わるのだろうか。

開発した教材

川内川防災教室

①実験の流れを確かめる。

②実験器具を使って,土地の傾きや水の量等の
水の流し方を変えて流れる水のはたらきの
違いを調べる。

＜ 実験1 ＞ ほぼまっすぐな流れ
＜ 実験2 ＞ Ｓ字（カーブ）の流れ

③実験結果を確かめ合い，分かったことを
話合う。

流水実験器具

９時間目 授業の流れ

土地の傾きや川の水の量の違いによって，
流れる水のはたらきはどう変わるだろうか。

使用する教材

流水実験マニュアル
筑後川河川事務所より

①実験結果からどんな事がいえるか考える。

②調べた条件による水の流れ方の違いと水の
はたらきの関係をまとめる。

③水の速さや量と流れる水のはたらきの関係を
実際の河川の様子に当てはめて考える。
○川内川の様子 ○川内川流域の立体地図

④平野がどのようにしてできるか考える。
○川内平野の様子

⑤防災の視点から考える事ができるようにする
○鶴田ダム看板 ○川内川防災教室

川内川流域の立体地図

１０時間
目

授業の流れ

土地の傾きや川の水の量の違いによって，
流れる水のはたらきはどう変わるだろうか。

開発した教材

①前時の学習をふり返る。

②これまで学習してきたことをもとに地域を

流れる川内川について考える。

③洪水などの災害を防ぐだけでなく，生き物に

とってすみよい川にするために，どんな工夫

があるか考える。

・教科書の資料を読み生き物への配慮の考えを

深める。

○川内川の生き物がすみやすい川づくり

④川と人との関わりについて調べる。

・川の水による災害を防ぎ，安全な生活を守る

ために，人は川とどのように関わってきたか

調べる。

○川と人とのかかわり（轟の瀬）

１１時間目 授業の流れ

人は，川とどのように関わっていけばよいの
だろうか。

開発した教材

川内川の生き物がすみやすい川づくり

①流れる水のはたらきは，どれくらいの大きさ

だろうか。

○平成18年洪水時の救助写真

○深さ40cmの流れる水のはたらきの大きさを

体験する。

②本時のめあてを確かめる。

③災害時の避難に適した履き物について考える。

○川内川防災教室（安全に避難するために）

④災害時にどのような物を持ち出せばよいか

話合う。

○川内川防災教室（避難時に持ち出すもの）

⑤ハザードマップについて知る。

○さつま町洪水避難地図

水の入った重りを使った実験

１２時間目 授業の流れ

水害から身を守るためには，どうすればよい
だろうか。

開発した教材
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昔の災害の話しを聞いておく

雨水が集まりやすい場所を知っておく

防災訓練をしておく 

いつでも川のようすを調べられるようにしておく

ボートを持っておく

食べものを用意しておく

ハザードマップを見ておく

雨の様子を調べる

避難情報に気をつける　

救急箱を持っておく

人数

Ｑ．大雨時に自分の命を守るために役立つことは何だと思うか？

・授業前と比較し,授業後には「雨の様子を調べる」,「川の様子を調べる」
等の情報取得を選択する児童が大幅に増加した。

・また,「ハザードマップ」による危険予測や,「防災訓練に参加する」等,
災害への備えについての意識も向上している。

（複数選択式）

対象：５年生 教科：社会科「自然災害を防ぐ」

試行授業による学習効果の検証
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防犯グッズ

防災マップの作成

ハザードマップ

非常持出袋

人数

Ｑ．川で起こる災害に備えて、普段から自分たちに出来ることが

あると思う？

・授業を受けた67％の児童が,ふだんから自分たちにできることが「ある」と
答えており,災害への備えについての児童の関心が伺える。

・災害への備えについての記述内容については「非常持出袋・防災グッズを
準備する」,「ハザードマップで避難場所を確認する」,「防災マップ作成」
等を記述しており,授業による防災学習の効果が見られた。

→ 「ある」と答えた人は、どんなことですか？

自由記述

対象：５年生 教科：理科「流れる水のはたらき」

試行授業による学習効果の検証

・各授業場面の評価規準を明確にすることにより,きめ細かな指導の充実が
図られた。

・「各教科」ならびに「発達の段階に応じた防災教育の目標（文部科学省：
「生きる力」を育む防災教育の展開）.」と照らし合わせることにより,
更なる防災教育の充実が図られた。

対象：５年生 教科：理科「流れる水のはたらき」

試行授業による学習効果の検証（複式学級）

児童一人一人の学習状況を把握し指導に生かすための工夫

→ 各授業場面での評価規準を設定し,児童の行動から分析

評価【 関心・意欲・態度 】
例）○おおむね満足，◎十分満足
○ 地面を流れる水や地面の様子に興味を

もち進んでその様子を調べ発表しよう
としている。

◎ 地面を流れる水のはたらきについて
興味をもち，進んでそのはたらきを
調べたり自分の考えを積極的に発表
したりしようとしている。

・各観点別の評価の実際を明確にすることにより,児童一人一人の学習の定着
が図られた。

・ワークシートを分析するポイントを明確にすることにより,児童一人一人の
学習状況を把握し,効果的・効率的な評価が行えた。

対象：５年生 教科：社会科「自然災害を防ぐ」

試行授業による学習効果の検証（複式学級）

各観点の評価の実際

→ 各授業場面での観点別評価規準を設定し,児童の行動から分析

観点別評価規準
【 観察・資料活用の技能 】
・教科書の災害年表等から毎年，日本各地で
様々な災害が発生していることを読み取っ
ているか

・資料から世界全体に占める国土面積の割合
が低いこと，それに比較して自然災害発生
の割合が高いことを捉えているか。

【 社会的な思考・判断・表現 】
・自然災害による被害は，私たちの暮らしを
脅かすものであることを捉えているか。
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